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研究成果の概要（和文）：生物多様性とその進化的固有性を保全する場合、保護区の地理的配置は重要である。保護区
設置は人為活動の制限を伴うため、社会的経済的なコストとなる。よって、保護区配置による生物多様性保全には、限
られたコストの下で、保全効率を最大化することが要求される。具体的には、保護区の総面積が制約となり、その条件
下で保護区に包含される生物多様性を最大化する配置策を検討することになる。本研究では、日本産維管束植物種と自
然保護区の分布情報を統合し、保全上の重要地域、保護区の最適配置を分析し、現状の保護区配置の問題点と改善点を
明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Systematic conservation planning of protected area is a promising approach for enh
ancing effectiveness of biodiversity conservation. Protected area that restricts economic activity is rega
rded as social cost. Therefore, it is essential to maximize biodiversity in protected area while minimizin
g its area that surrogates the costs. Evaluation actions based on their cost effectiveness provides an alg
orithm that can solve the minimum set coverage. In this study, we compiled spatial data of plant diversity
 and protected area (e.g. national park) in Japan, and examined the minimum set of protected area for cons
erving plant species richness. Our results demonstrated the current status of protected area and additiona
l conservation area for covering gap species (which is not protected in the present protected area) and fi
nally identified priority area for maintaining evolutionary potentials of plant diversity hotspots in Japa
n.

研究分野：

科研費の分科・細目：

環境影響評価・環境政策

キーワード： 生物多様性　生物地理　自然保護区　最適配置　進化的固有性　琉球諸島

挑戦的萌芽研究



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
森林管理学や保全生態学において生態系保
護区の空間配置問題は古典的なトピックの
一つである（Primack 1993. Essentials of 
Conservation Biology）。「数は少ないが面積
の大きな保護区を設置すべきか？、あるいは、
面積の小さな保護区を多数設置すべきか？」
いわゆる“SLOSS”論争は、その代表的な問
いである（Simberloff & Abele 1976. Science 
191: 285-286）。最近では、生物多様性の劣化
が懸念されるようになり、「限られた経済コ
ストの下で、保全すべき生物多様性を最大化
する保護区の最適配置とはどのようなもの
か？」という“ノアの方舟問題”が提示され
ている(Weitzman 1998. Econometrica 66: 
1279-1298)。これにともない、古典的な保護
区論争は、経済コストと保全効果のトレード
オフ関係におけるパレート最適問題として
環境経済学の枠組みで再定義され、より実務
的な研究として発展しつつある（Margules & 
Sarkar 2007. Systematic Conservation 
Planning）。しかし、現状の保護区配置の研
究は以下の 2 点が不足している。1）実際の
生物多様性分布と保護区配置の整合性を分
析した地域研究が十分でない。2）経済コス
トを最小化し、かつ、異なる分類群の生物多
様性を包括的に最大化するための保護区の
最適配置が十分に検討されていない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、上述した問題点を念頭において、
日本の維管束植物多様性をモデルシステム
とし、生物多様性保全上の重要地域、保護区
の最適配置を分析し、日本の現状の保護区配
置の問題点と改善点を明らかにした。 
 
３．研究の方法 
 
日本列島に分布する維管束植物全種につい
て分布情報を収集し、種多様性の地理的パタ
ーンを地図化した。植物種の系統情報を既存
文献から収集し、日本に分布する植物種のメ
ガ系統樹を構築した。国・地方自治体が設置
している保護区の規制状況、保護区の地理分
布を地図化した（図１）。 
 
 
４．研究成果 
 
植物種多様性の空間分布データ、現状の保護
区の空間分布データ、環境・社会要因の空間
分布データを統合して、１）植物種多様性保
全の重要地域、２）植物多様性の保全効率を
最大化するための保護区最適配置、を分析し
た。その結果、現状の保護区で保全されてい
ない種の分布は西日本に偏り、特に琉球諸島
に多かった。さらに、全ての植物種を保全す
るためになる最少保護区セットを解析した

場合、保全上の重要地として選ばれた地域は、
低緯度の都道府県、特に沖縄県だった。最も
規制の厳しい保護区は、標高および国有林率
と相関が高く、さらに保護区内植物群集の進
化的固有度と正の相関があった。中程度の規
制レベルの保護区は、緯度や人口と負の相関
があった。最も規制の緩い保護区は、標高と
正の相関があった。なお、保護区と植物種数
には相関がなかった。 
 以上の結果から、現状の保護区配置には、
種多様性やその進化的固有性の地理的パタ
ーンは、あまり反映されておらず、むしろ、
地理的・社会的要因が重要視されていること
が判明した。特に、琉球諸島や沖縄県には、
現状の保護区で保全されていない植物種が
多く分布し、緊急かつ効果的な保護区設置計
画が必要なことが明らかとなった。 
 
 
図１. 現在の保護区の空間分布図 
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